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シリーズ
　

京
丹
後
市
な
ど
地
方
自
治
体

の
歳
入
（
収
入
）
は
、大
き
く
「
自

主
財
源
」
と
「
依
存
財

源
」
に
区
分
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
自
主
財

源
は
、
市
が
自
ら
の
権

限
で
調
達
で
き
る
収
入

で
、
市
税
の
ほ
か
条
例

や
規
則
な
ど
に
基
づ
い

て
集
め
る
分
担
金
、
負

担
金
、
使
用
料
、
手
数

料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

依
存
財
源
は
、
国
や
府

の
基
準
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
た
額
が
交
付
さ
れ

た
り
割
り
当
て
ら
れ
た

り
す
る
収
入
の
こ
と
で
、

普
通
交
付
税
を
は
じ
め

国
や
府
の
支
出
金
、
市

債
（
借
金
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
を

獲
得
す
る
努
力
も
財
政
の
安
定

に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
基
本

的
な
構
造
と
し
て
は
、
歳
入
総

額
に
対
す
る
自
主
財
源
の
割
合

（
自
主
財
源
比
率
）
が
高
い
ほ
ど
、

財
政
運
営
の
自
主
性
と
安
定
性

が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

本
市
は
、
普
通
交
付
税
な
ど

の
依
存
財
源
に
大
き
く
頼
っ
た

財
政
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
左
グ
ラ
フ
は
、
本
市
の
収
入
構

造
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
す
。

自
主
財
源
比
率
は
、
平
成
24
年

度
当
初
予
算
で
は
約
25
㌫
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
21
年
度
か
ら
ほ
ぼ

横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
中
心
を
占
め
る
の

は
市
税
で
す
が
、
歳
入
全
体
の
約

16
㌫
（
平
成
24
年
度
当
初
予
算
）

と
、低
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

景
気
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
平
成

25
年
度
以
降
も
市
税
の
大
幅
な

増
収
は
見
込
め
ず
厳
し
い
状
況

が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
鳥

取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
・
大
宮

森
本
Ｉイ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
Ｃ
（
仮
称
）
の
平
成

28
年
度
供
用
開
始
予
定
を
控
え
、

企
業
立
地
や
観
光
誘
客
な
ど
、
市

域
活
性
化
の
た
め
の
施
策
を
現

在
、
懸
命
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
依
存
財
源
の
中
心
は
普

通
交
付
税
で
あ
り
、
歳
入
全
体

の
約
42
㌫
（
平
成
24
年
度
当
初

予
算
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
合
併
前
の
旧
町
ご

と
に
算
定
し
た
額
が
交
付
さ
れ

る
「
合
併
算
定
替
」
と
い
う
10

年
間
の
特
例
措
置
を
受
け
て
い

ま
す
。
こ
の
特
例
に
よ
り
、
平
成

23
年
度
は
本
来
の
交
付
額
よ
り

も
約
31
億
円
多
い
額
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
特
例

も
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年

度
ま
で
の
５
年
間
で
段
階
的
に

縮
小
さ
れ
、
平
成
32
年
度
に
は

終
了
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
市
の
収
入
は

依
存
財
源
が
大
半
を
占
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
な
ど
の
政
策
に

よ
っ
て
大
き
く
影
響
を
受
け
る

財
政
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
通
交
付
税
の
特
例
交
付
分

の
減
少
に
つ
れ
て
収
入
の
総
額

は
減
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
現
在
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
継
続
が
困
難
に
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
本
市
で
は
、
普
通
交

付
税
の
特
例
交
付
分
の
減
少
に

備
え
て
「
合
併
特
例
措
置
逓て

い

減げ
ん

対
策
準
備
基
金
」
を
積
み
立
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
急
激
な
低
下

を
避
け
る
た
め
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
支
出
面
で
は
、
第
２

次
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
の

中
で
、
積
極
的
な
歳
出
削
減
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

収
入
面
で
は
、
財
源
の
確
保

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

税
な
ど
の
収
納
向
上
を
強
化
す

る
と
共
に
、
受
益
者
負
担
の
考

え
に
基
づ
く
使
用
料
、
手
数
料

な
ど
の
在
り
方
を
考
え
る
な
ど
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
収

入
確
保
に
つ
い
て
の
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

地方自治体の財源の仕組み
台 

京
わ が ま ち
丹後市の

台 
所
事
情

「
自
主
財
源
」
と「
依
存
財
源
」

依
存
財
源
７
割
の
財
政
基
盤

歳
出
抑
制
と
自
主
財
源
の
確
保

収入構造の推移
依存財源　  自主財源　  普通交付税


